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エディトリアル・デザインに関するテンプレートを用いたクエリ入力

支援機能を有する e-Books 検索エンジン 

小池 悠佳   倉林 修一 

慶應義塾大学環境情報学部 〒252-0882 神奈川県藤沢市遠藤 5322 

E-mail:  {t09334yk,kurabaya}@sfc.keio.ac.jp 

あらまし 本稿では，高度なレイアウト構造を有する書籍を対象として，レイアウト構造指定と色彩を指定する

クエリによる書籍検索エンジンの実現方式を示す．本検索エンジンの特徴は，一般ユーザが容易に書籍のレイアウ

ト構造を指定することを目的として，エディトリアル・デザインに関する情報（レイアウト，および，配色）をあ

らかじめ知識ベース中に蓄積し，この知識ベースを用いて，ユーザによるクエリ入力を支援する点にある．本シス

テムは，Web ベースのスケッチによるレイアウト構造指定と，配色を選択することによって，サーバ側に蓄積され

ているレイアウト構造のサンプルデータと配色のサンプルデータを用いておおまかに入力されたクエリを補完し，

検索する．このクエリ入力支援機能により，利用者は，容易に試行錯誤しながら，専門知識がなくてもデザインを

スケッチし，選択をするだけで書籍を検索することができる．本稿では，実際に本システムの実装を行う． 
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Abstract This paper propose a novel search engine that recognizes a high-level layout structure of e-books. The aim of this 

search engine is to enable users to find e-books from the aesthetic viewpoint by using a graphical-design-oriented query. The 

unique feature of this search engine is an smart query-assistance function that utilizes a knowledge base of layout structure in 

order to enable users to input layout sketch and color by using Web-based touch UI. By this query-assistance function, user can 

input layouts and colors very easily without any technical knowledge. An applicable scope of this study includes a book cover 

layout search for e-books, an article layout search for e-magazines, and a CSS/HTML layout search for web pages. 
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1. はじめに  

今日，デジタル・メディア・コンテンツのネットワ

ークを通じた流通の普及に伴い，書籍や雑誌の電子化

が進んでいる．電子書籍（ e-Books） [1]は以前から提

案されているが，近年，携帯情報端末の小型化，電源

の長寿命化を契機として， e-Books が爆発的に普及し

始めている．アメリカ出版社協会（AAP）が 2010 年

12 月に発表した統計によれば，米国内における，2010

年１月から 10 月までの電子書籍販売額の合計は，3 億

4530 万ドルを記録し，書籍販売における 8.7%が電子

書籍となっている [2]．このような状況において，電子

書籍を効率的に発見し，利用するためには，直感的に

書籍・雑誌・Web ページを検索するメカニズムが必要

となる．特に， e-Books のデザインに応じた検索・閲

覧技術に注目が集まっており，従来の文字列照合によ

らない新たな検索方式が求められている [3]．  

電子書籍の検索や閲覧を改善することを目的とし

た従来研究として，特定のトピックをキーとして，デ

ジタル・ライブラリ中の電子書籍を横断的に閲覧可能

とする方式 [4]や，電子書籍読者の個人的な目的や嗜好

に応じて，閲覧中の文章に関連する周辺情報・知識を

推薦する方式 [5]があげられる．また，デザインを対象

とした検索に関する研究としては，Web ページのデザ

インを対象とした視覚的類似度の計量方式 [6]に関す

る研究がおこなわれている．  

従来の文字列による検索では，あらかじめ検索キー

ワードを知る必要があるため，未知の分野，および，

新刊の書籍・雑誌を検索することは困難である．これ



 

 

まで，紙媒体の書籍を対象とした，人手による検索で

は，表紙のデザインやそれに伴う印象を手掛かりとし

て，書籍を検索してきた．この表紙のデザインやそれ

に伴う印象，および，書籍内に置けるレイアウト構造

を対象とした検索を，電子書籍に適用することができ

れば，電子書籍の発見性を大いに高めることが可能と

なる．  

そこで，本稿では，高度なレイアウト構造を有する

書籍を対象として，レイアウト構造指定と色彩を指定

するクエリによる書籍検索エンジンの実現方式を示す．

本システムは，エディトリアル・デザインの分野にお

いて蓄積されてきたデザイン・テンプレートのデータ

ベースを用いて，利用者が大まかに指定したレイアウ

ト構造と配色に応じて，電子書籍の検索を実現する．

エディトリアル・デザインとは，雑誌や書籍等の視覚

的効果のデザイン技法である [7]．  

本システムの特徴は，エディトリアル・デザインの

専門家が設計したデザイン・テンプレートを用いて，

一般利用者のクエリ入力を補正・補完することにより，

高度なエディトリアル・デザインの条件を容易に指定

可能とする点にある．このクエリ入力支援機能により，

利用者は，容易に試行錯誤しながら，専門知識がなく

てもデザインをスケッチし，選択をするだけで書籍を

検索することができるようになる．本システムの利用

者は，書籍のタイトルの文字列のような記号によらず，

書籍の直観的なデザインに応じて，書籍を発見するこ

とができる．  

本稿では，この e-Books 検索エンジンの基本機能と

して，１）デザイン・テンプレートを用いたレイアウ

ト選択機能，２）デザイン・テンプレートを用いた配

色パターン生成機能，３）e-Books 表紙画像検索機能，

４）レイアウトと配色に応じた検索結果可視化機能，

の 4 機能の実現方法について述べ，プロトタイプシス

テムを用いた実験により，本方式の実現可能性を示す． 

 

2. デザイン・テンプレート・データベースを用

いた e-Books 検索方式  

本システムは，デザイン・テンプレート・データベ

ースを用いたクエリ支援機能を有する e-Books 検索エ

ンジンである．本節では，このエディトリアル・デザ

イン指向検索エンジンの構成方式，データモデル，お

よび，主要機能について述べる．  

 

2.1. システム概要  

本システムの構成を，図１に示す．本システムの利

用者は，クエリ入力インターフェイス上において，

HTML5 の Canvas 機能を用いたスケッチ操作により，

大まかなレイアウト構造を，線画として入力する．シ

ステムは，エディトリアル・デザイン・テンプレート

のデータベースから，類似するレイアウト構造データ

を取得し，それら類似レイアウトをサンプル・データ

として利用者に提示する．利用者が，提示されたレイ

アウト・サンプル・データより任意のレイアウト，お

よび，配色を選択することにより，当該レイアウト構  

 
図 1 システム構成図：エディトリアル・デザインの分野において蓄積されてきたデザイン・テンプレートのデー

タベースを用いて，利用者が大まかに指定したレイアウト構造と配色に応じて，電子書籍の検索を実現  



 

 

造，および，配色と共通の特徴を有するメディアデー

タ（ e-Books）を検索し，結果を表示する．  

 

2.2. エディトリアル・デザインのためのデータモデル 

エディトリアル・デザインのためのデータモデルを

構成する代表的な要素として，レイアウト，色彩，文

字の配置，がある．本稿で述べるシステムでは，レイ

アウト，および，色彩の要素を扱う．  

以下，2.2.1，および，2.2.2 において，テンプレート・

データべースと表紙画像データの，二つのデータ構造

の詳細を述べる．  

 

2.2.1. テンプレート・データベース  

テンプレート・データベースは，エディトリアル・

デザインの要素であるレイアウト構造と 107 色の色彩

の情報を蓄積している．本システムは，このデータベ

ースの二つの情報（色彩，および，レイアウト）を用

いて，利用者が入力したクエリを補正する．レイアウ

ト構造データは，実画像から作成したレイアウトのテ

ンプレートとして，あらかじめ，縦 15 マス，横 10 マ

スで区切り，レイアウトの線が存在するマスには 1 の

値，その四方のマスに 0.5 の値を割り当て重みづけを

おこなったものである (図 4)．  

実際の実装における初期画面と，入力したクエリを

補正した検索例を，図 2，および，図 3 に，示す．  

 

図 4 レイアウト・テンプレートの例  

 

色彩データは，107 色を用いて 159 の言語によるイ

メージから抽出されたカラーイメージチャート・デー

タを基に，グレースケール，彩度の高い色，淡色，霞

色，暗色を網羅している配色データである [10]．  

図 5 に配色チャートの一覧を示す．  

 

 

図 5 配色チャートの一覧  

 

2.2.2. 表紙画像データ  

表紙画像データは，テンプレート・データベースを

作成する際に基となる，書籍の実画像データである．

本データはアマゾンから取得した書籍の表紙画像を用

いており，107 色を用いた 107 次元のベクトルとなっ

ている．本データについて，MediaMatrix を用いたヒ

ストグラムを図 6 に示す．各表紙画像データについて，

上位 5 件の色彩データを表示する．  

 

図 2 実装における初期画面  図 3 レイアウト入力による検索例  



 

 

 

図 6 表紙画像データの例  

 

2.3. レイアウト選択機能  

本システムは，表紙レイアウトの様々なバリエーシ

ョンを事前に用意し，それぞれのレイアウト構造のメ

タデータを人手により付与しておき，利用者が入力す

るラフなレイアウト指定と，レイアウトのバリエーシ

ョンの類似性を計量する．レイアウト構造は，節 2.2.1

で示したように，15×10 のマトリクスとして表現され

ている．本システムは，利用者が入力したレイアウト・

マトリクスと，このテンプレート・レイアウト・マト

リクスを比較し，マトリクス間の類似性として計量す

る．本システムは，このレイアウトの類似性を計量す

る関数 f layout(q,t)を次のように定義する．  

𝑓𝑙𝑎𝑦𝑜𝑢𝑡 (𝑞, 𝑡) ≔    𝑞[𝑖,𝑗 ]𝑠[𝑖,𝑗 ]

10

𝑗=1

15

𝑖=1

 

ここで，q は，利用者が入力したレイアウト構造を示

す 15×10 のマトリクスであり， t は，テンプレート・

データベース中に格納されているテンプレートのレイ

アウト構造を示す 15×10 のマトリクスである．  

 

2.4. 配色パターン生成機能  

配色パターンとは，対象表紙画像における色彩のさ

まざまなバリエーションを用意し，それぞれのバリエ

ーションのメタデータ・ベクトルを格納したデータベ  

ースである．本システムは，表紙画像の色彩メタデ

ータベクトルを生成し，色彩感の類似性を計量するた

めに，表紙画像の全ピクセルの RGB 値をマンセル表色

系である HVC 値へ変換し，さらに，カラーチャート

10７色のヒストグラムへ変換する [8]．ここで HSV 値

を用いるのは，HSV の三角錐で距離計算を行うことに

より，人間の直観的な色彩感覚に沿いやすいからであ

る．この 107 色に変換した色彩情報ベクトルを Color 

Scheme Metadata Vector とする．RGB 値から HSV 値へ

の変換には，次の式を用いた．  

 

V =  max(R, G, B) 

S = 255 ×
max R, G, B − min(R, G, B)

max R, G, B 
 

H =

 
  
 

  
 60

𝐵 − 𝐺

max R, G, B − min(R, G, B)
𝑅 == max(R, G, B)

60  2 +
𝑅 − 𝐵

max R, G, B − min(R, G, B)
 𝐺 == max(R, G, B)

60  4 +
𝐺 − 𝑅

max R, G, B − min(R, G, B)
 𝐵 == max(R, G, B)

  

 

また，HSV 空間における距離計量には，Godlove 色差

式 [9]を用いた．Godlove 色差式∆𝑔𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒 を次に示す  

∆𝑔𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒  𝐻1, 𝑉1, S,𝐻2 , 𝑉2 , 𝑆2 

=  
2𝑆1𝑆2  1 − cos  2π

 𝐻1−𝐻2 

100
  +   𝑆1 − 𝑆2  

2 +  4 𝑉1 − 𝑉2  
2

2
 

 

図１で示したように，本システムはデザイン・テン

プレートのデータベースを用いて，利用者が大まかに

入力したレイアウトを補正すると同時に，利用者が選

択した配色を割り当てる機能を有している．あらかじ

めデータベースに蓄積されている配色パターン (図 7)

を用いて，クエリを自動で生成する．  

 

図 7 配色パターンの例  

 

2.5. e-Books 表紙画像検索機能  

本システムは，検索対象である表紙画像と， 2.4 節

で示した方式を用いて生成した配色パターン画像それ

ぞれの特徴を表すカラーベクトルを，それぞれ Cover 

Color Metadata Vector，Color Scheme Metadata Vector と

する．この 2 つのベクトルを比較し，画像間の類似性

として計量する．本システムは，Cover Color Metadata 

Vector と，Color Scheme Metadata Vector 間の内積値を

算出する関数を提供する．この関数 fcorrelation(c,s)を次

のように定義する．  

𝑓𝑐𝑜𝑟𝑟𝑒𝑙𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 (𝑐, 𝑠) ≔   𝑐[𝑖]𝑠[𝑖]

𝑛

𝑖=1

 

 ここで， c は，書籍の表紙の実画像から生成した色

ヒストグラムであり，s は，2.4 節で示した方式を用い

て生成した配色パターンの色ヒストグラムである．  

 



 

 

2.6. レイアウトと配色に応じた検索結果可視化機能  

本システムの実装画面を，図 8 に示す．検索結果を

表示するために，本システムは，2 次元の結果表示Ｕ

Ｉを提供する．本ＵＩは，色の軸を縦，レイアウトの

軸を横にとった座標形式で，より両者の適合度が高い

ものは左上，色の適合度が高いものは縦軸上，レイア

ウトの適合度が高いものは横軸上，両者の適合度が低

くなるにつれて右下に表示する．同レイアウト・同色

の構造を有するメディアデータが複数ある場合には，

同じ座標上に複数の結果を表示する．この座標形式に

より，利用者は，レイアウトと色による比較検討が可

能である．  

本システムでは，レイアウトの選択と配色の選択の

度にインタラクティブに検索結果を表示するため，マ

ウスによるスケッチ入力から想定される類似レイアウ

トのサンプルの幅を広くとり、利用者の操作をより簡

単なものにしている．  

 

 

図 8 レイアウトと配色に応じた検索結果可視化機能  

 

3. システム・インプリメンテーション 

本節では，スマートフォンにおいて標準的にサポー

トされている HTML5 の機能である Canvas を使用し，

Web ブラウザ上において，色彩分析を実現し，エディ

トリアル・デザイン条件に応じた書籍検索を実現する

方式を示す．本システムでは，検索対象書籍の表紙画

像データをサーバ上に用意しておき，XMLHttpRequest

を用いて動的に画像データを Canvas 上に読み込み，

JavaScript における Canvas API により，読み込んだ画

像データへのピクセル・レベルでのアクセスを実現す

る．実際に動作しているシステムのスクリーンショッ

トを図 9 に示す． Web ブラウザはサーバ上にある

ebooksearch.js と jquery.js の２つの javascript を参照し

ており， ebooksearch.js では色彩類似性計量，および，

レイアウト類似性計量関数が定義されている．また，

jquery.js には，ebooksearch.js で行われた相関量演算の

結果を元に CSS を書き換えるファンクションが用意さ

れている．  

JavaScript，および，HTML5 を用いることにより，

マルチデバイスでの動作を実現した．JavaScript，およ

び，HTML5 を組み合わせた実装方式の利点は，次の 2

点である．  

 ドキュメントに埋め込み可能な電子書籍検索エ

ンジンの実現： 電子書籍に直接本システムを組

み込み，書籍内のコンテンツ検索へ応用可能であ

る．また， IDPF（ International Digital Publishing 

Forum、国際電子出版フォーラム）が策定中の次

世 代 電 子 書 籍 フ ォ ー マ ッ ト EPUB 3

（http://idpf.org/epub/30 ）では，HTML5＆SVG に

準拠した JavaScript をサポート予定であり，Web

のみならず，電子書籍端末上での動作を視野に入

れることが出来る．  

 書籍ジャンルに応じたテンプレート切り替え :

様々なジャンルのテンプレートを，電子書籍と対

応させておくことにより，特定のジャンルにおい

てよく用いられるテンプレートを使用すること

が出来るようになり，検索精度を向上させること

が出来る．特に，雑誌や書籍など，本の形態に応

じてテンプレートは大きく異なるため，本システ

ムの応用可能性を拡大するためには，書籍ジャン

ルに応じてテンプレートを変更することが必要

となる．  

 

 

図 9 レイアウトと配色に応じた検索結果可視化機能

の実装例．本システムは，レイアウト条件との相関ラ

ンキングを X 軸に，色彩条件との相関ランキングを Y

軸にマッピングし，エディトリアル・デザイン条件に

応じた書籍検索を実現（図中では，縦線のレイアウト

と，橙色系の色指定で，両属性を有する書籍が結果中

最上位となっている）  

 

メタデータ抽出のための基本色としては，カラーイメ

ージチャート [10] による 107 色の色を用いる．ヒスト



 

 

グラム生成方式については，画像の各画素の RGB 値

について HSV 値に変換し，代表色 107 色の RGB 値に

対して，HSV 空間の円錐モデルで最も近い色を選択し

て，画像全体の 107 色の占める各割合を算出した．手

順の概要を以下に示す．また，手順を図式化したもの

を図 10 に示す．  

 

図 10 HTML5 における Canvas API を用いた色彩ヒ

ストグラム生成の手順  

 

 

図 11 システムの動作画面  

 

Step-1: 表紙データを XMLHttpRequest によりダウン

ロードし， Image オブジェクトを用いてデコード

し，CanvasAPI を経由して各ピクセルにアクセス

を行い，色彩情報を RGB として抽出する．  

Step-2: 各々の静止画像の色彩を，色相，明度，彩度

の 3 成分からなる HSV モデルを用いて表現する  

Step-3: HSV モデルに変換された各々の静止画像を，

その色彩からマンセル表色系代表 107 色のカラー

ヒストグラムに置き換え，カラーヒストグラムに

もとづく色彩の出現割合を求める．  

Step-4: 分析された静止画像の各々を，URL をキーと

してクライアント側の Web Storage へ格納する．  

 

{ 

"colorStr ing":  

["CIC/4(0,108,93)", "CIC/3(255,255,255)", "CIC/2(247,197,200)", "CIC/1

(116,66,131)", "CIC/5(172,203,57)", "CIC/6(182,139,180) ", "CIC/8(192,2

24,230)", "CIC/7(76,93,70)", "CIC/9(217,83,10)", "CIC/10(255,234,154) "

,"CIC/12(200,200,200)", "CIC/11(226,191,212)", "CIC/13(49 ,86,126) ", "

CIC/14(71,31,85) ","CIC/15(127,83,70)", "CIC/16(104,44,58)", "CIC/17(

227,109,74)", "CIC/18(30,17,60)", "CIC/19(209,201,223)", "CIC/20(74,1

05,118) ", "CIC/21(240,154,132)", "CIC/22(197,0,63)", "CIC/23(176,98,88

)", "CIC/24(38,111,145) ", "CIC/25(150,200,172) ", "CIC/26(144,144,144) "

,"CIC/27(120,103,73)", "CIC/28(157,180,168)", "CIC/30(146,45,19)", "CI

C/29(209,107,144)", "CIC/31(0,59,77)", "CIC/32(75,73,96) ","CIC/33(17

8,189,170) ","CIC/34(0,157,165)", "CIC/35(210,174,168)", "CIC/36(219,

83,90)", "CIC/37(127,134,117)", "CIC/3 8(153,153,176)", "CIC/39(81,81,8

1)", "CIC/40(117,193,221)", "CIC/41(0,137,85)", "CIC/42(141,129,123)",

"CIC/44(0,108,154)", "CIC/43(85,34,71) ", "CIC/45(156,181,183)", "CIC/

46(0,70,139) ", "CIC/47(106,81,97) ", "CIC/48(74,0,92) ", "CIC/49(214,189

,163)", "CIC/50(142,128,111)", "CIC/51(255,246,199)", "CIC/52(76,92,13

7)", "CIC/53(255,223,0)", "CIC/54(198,218,135)", "CIC/55(100,82,127) ",

"CIC/56(58,31,70)", "CIC/57(73,130,99) ", "CIC/58(64,164,113)", "CIC/5

9(209,174,182) ","CIC/60(21,53,95)", "CIC/61(93,121,115)", "CIC/62(0,1

37,190)", "CIC/63(137,103,107)", "CIC/64(67,144,151)", "CIC/65(0,143,

147)", "CIC/66(54,38,112)", "CIC/67(0,63,113)", "CIC/68(0,103,119) ", "C

IC/69(253,214,179) ", "CIC/70(43,71,68)", "CIC/71(0,82,123)", "CIC/72(0

,0,0)", "CIC/73(143,143,190)", "CIC/74(180,117,81)", "CIC/7 5(137,0,55)

", "CIC/76(35,35,35) ", "CIC/77(158,94,100)", "CIC/78(233,133,135)", "CI

C/79(98,98,159)", "CIC/80(171,145,0)", "CIC/81(149,169,103)", "CIC/82

(99,141,12)", "CIC/83(216,233,214)", "CIC/84(225,229,78)", "CIC/85(25

0,193,134) ","CIC/86(189,209,234)", "CIC/87(84,10,61)", "CIC/88 (248,1

97,184)", "CIC/89(244,170,41)", "CIC/90(67,120,182) ", "CIC/91(38,42,9

4)", "CIC/92(240,241,198)", "CIC/93(91,77,97) ", "CIC/94(154,0,88)", "CI

C/95(136,70,108) ","CIC/96(119,182,10) ", "CIC/98(197,0,103)", "CIC/97

(118,166,212)", "CIC/99(236,152,0) ", "CIC/101(114,0,7 3)", "CIC/100(14

7,202,207) ","CIC/102(190,225,246)", "CIC/105(237,157,173)", "CIC/104

(167,146,93) ", "CIC/103(161,101,1)", "CIC/106(188,192,221)", "CIC/107

(0,68,103) "] ,  

    "impressions": [  

["あっさりした ",  

0.0,0.07692307692307694,0.0,0.0,0.0,0.0,0.07692307692307694,0.0,0.0

,0.0,0.07692307692307694,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.

0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.076923

07692307694,0.0,0.0,0.0,0 .0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,

0.0,0.0,0.07692307692307694,0.0,0.0,0.0,0.07692307692307694,0.0,0.0

,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.

07692307692307694,0.0,0.0,0.07692307692307694,0.0,0.0,0.0,0.07692

307692307694,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.07692307692307694,0.0,0.0

,0.07692307692307694,0.07692307692307694,0.0,0.0,0.0,0.076923076

92307694,0.0],  

        [ "おしゃれな ",  

0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.08333333333333333,0.0,0.0,0.0,0.0833333333

3333333,0.08333333333333333,0.0,0.0,0.0,0.0, 0.0,0.0,0.083333333333

33333,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.08333333333

333333,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0

,0.0,0.0,0.0,0.0,0.08333333333333333,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.

0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.08333333333333333,0.0,0.0,0.0,0.0,0

.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.08333333333333333,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,

0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.08333333333333333,0.0,0.08333333333333333

,0.0,0.08333333333333333,0.0,0.0,0.0,0.08333333333333333,0.0] ,  

図 12 JSON による色彩データ定義の例  

 

4. まとめ 

本稿では，高度なレイアウト構造を有する書籍を対

象として，レイアウト構造指定と色彩を指定するクエ

リによる書籍検索エンジンの実現方式を示した．本検

索エンジンの特徴は，一般ユーザが容易に書籍のレイ

アウト構造を指定することを目的として，エディトリ

アル・デザインに関する情報（レイアウト，および，

配色）をあらかじめ知識ベース中に蓄積し，この知識

ベースを用いて，ユーザによるクエリ入力を支援する

点にある．本システムは，Web ベースのスケッチによ

るレイアウト構造指定と，配色を選択することによっ



 

 

て，サーバ側に蓄積されているレイアウト構造のサン

プルデータと配色のサンプルデータを用いておおまか

に入力されたクエリを補完し，検索する機能を実現し

た．このクエリ入力支援機能により，利用者は，容易

に試行錯誤しながら，専門知識がなくてもデザインを

スケッチし，選択をするだけで書籍を検索することが

できる．本システムの実装方式として，HTML5 におけ

る Canvas を用いた，クライアントサイドにおける色彩

分析の実装を示した．  
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